
学

習

研

《グ
ラ
ビ
ア
》 

《
序

文
》

. ㌦ Mヽ〟
｢

IIIIJl'Lll'11L･'･JPPllIILI1■ ～～.. ...LLNTII'LLhlLIIP'1II/～.㌦LnHl叫 
喜《算○

P【=｢叫-h■■

劃--

特
別
寄
稿
》

子

ど

も

記

数
的

∴震l族
朕
に
な
ろ
う
｣
是

帯
嵩
か

2
咋

しご
と

-

～ご■■■■

e 

"d■ll""

t
学

年

"I 'd

--

T

日 

○

教
師
の
日
記

･:･
歴
史
に
学
ぶ

･:･
L
rJ
i
)
㊥

《
実
践
寄
稿
》

〜
耶 
4
†
平

｢二
人
ぎ
つ

会
員
の
ひ
ろ
ば

究

目

次

1
年
星
組

わ
た
し
の
ア
サ
ガ
オ

脱
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
脱
省
エ
ネ

第

四
五
九

号 

森

(
二
〇
一
二

二

〇
)

恵

子

本

川

自
律
的
に
学
ぶ
子
ど
も
を
育
て
る
学
習
法 

学
び
合
い
を
創
り
だ
す
独
自
学
習
〜ll-1dl-tll-lld

lll.〜-.lL]lllPlll.illA1-1㌦i
㌦L

-


･l
川}

/
■
_
州Z

独

自

学

習

の
始

ま

る

と

き 

値
動
的
な
学
習
か

ら
向

律
的

な
学

習
へ

ー

読

み
を
広
げ
深
め
る
独
自
学
習

興
味
関
心
を
育
て
る
独
自
学
習 

牛
沼
と
つ

九
日

る算
放
学
習

の取
り

机
み
ー一一■

活
動
を
コ
ア
に
し
た

自
律
的
な
学
び

自
分
の
生
活
か
ら

岡

義

高

谷

･ー′ 

野

智

子

大河′
l
l

黒

慎
太
郎

f
､t.′
一
t'′
t
.
111tqw
･.∫
..JP
I-〜
dJJ〜
lrP
.Lg

東
洋
郎

EE

㈹

叫-:仙 

"
"
"
"

･｡

崎

㈲㈲

水
に
つ
い
て
考
え
る 

五
年 
(な
か
よ
し 
.

服杉

部滞

合
宿
①

し
ご
と
) 

真

也

･3
r奈
ifJ
.JtlJ禁
､L
n
一と
ーの
竃

丁
憲
章

蛋 

PL

iぎ I.

畔 西

柳 下

月
陣
取
り
ゲ
ー
ム
(

W'

遊

び

日:"lH二

く
ら
は 
2
年
星
組
郵
便
局 

0)(36)(32)(48)㈲558S=㈲ 

ご仙 

月2

-

N"III'

け
い
こ
体
育
) 

I_

-

か

ら

学

習
を
つ
く
る

の

中芋

洞は
たらく
人｢
つ
い
て

しら
べ

よう
-

学

の

食

の

習 

大
出
原

l≦
堀

み
ど
り 

.示

き
ゅ
う

食
の
ひ
み
つ

をさ
ぐ

ろ

59号

一年
)

う 
(
1

-


LJ 

fW 

支
え
ら
れ
､
育
て
ら
れ
､

今
が
あ
る

先
輩
教
師
か
ら
学
ん
だ
こ
と

秋
田
革

二
郎
の
｢

本 

子

日
和
佐

西

尚淳聖代

問
題
法
に
よ
る

田

読
み
方
｣
論
に
学
ぶ

yJJ･露
語

緯
距

緩

る

清山

水下

｢し
ご 

自
ら
学
び
共
に
学
ぶ
学
習
活
動
を
め
ざ
し
て

1-

教
材
i
して
'
=1:か
にお
現
し､
伝
え〈=う力
を
わ
む

豊
物

志

紗

ね
二
桝
?.#
悪 
=
作
)
の
F
戌
を
心

し
て
〜 
-

あ

と

が

き

カ

ッ
ト
絵
･･･嶋
守
哲
夫

㈲･
大
野
木
位
行 

㈱

表
紙
絵 
-
服
部
貴
也
､

英 旬

徳 也 学

奈良女子大学附属小学校学習研究会 ･編集 -

-2-

1.12 0第420


